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豚繁殖・呼吸器障害症候群（porcine reproductive 
and respiratory syndrome；以下 PRRS）は、妊娠豚
の死流産や虚弱子分娩などの繁殖障害と、育成豚の呼
吸器障害を主徴とする疾病である。PRRSの発生によ
る経済的な損失に関する報告は比較的少なく、米国に
おける研究では、PRRSの発生があった農家の発生時
と非発生時の分娩率、死亡率、増体量等の疫学指標を
比較し、その差違と各生産ステージの豚の価格や頭数
などから、全米で年間４４８億円（１＄＝￥８０換算）の損
失を推定している 2)。我が国においては、１９８７年に群
馬県の養豚場にてPRRSの初発と思われる症例が認め
られ 1)、以後全国の養豚場に感染が拡がり臨床現場で
大きな問題となっている。しかしながら、わが国にお
けるPRRSによる経済損失を算出した報告は少なく、
その被害実態について不明な点が多かった。
今回、２００６年～２００８年に行った研究高度化事業で算

出したPRRSによる経済的な損失の算出 3,4)を紹介する
とともに、２０１０年より動物衛生研究所と日本養豚開業
獣医師協会（JASV）とが共同研究で行っているベン
チマーキングシステムを用いたPRRSによる経済損失
を紹介する。

１　研究高度化事業（２００６－２００８年）によるPRRS
による経済損失

１－１　死亡率の変動による損失の算出
生産ステージを哺乳期と離乳期と肥育期の３つのス

テージに分け、それぞれのステージごとに、PRRS発生
時と非発生時の死亡率の指標との差違を求めて損失の
算出を行った。
例えば離乳豚の死亡率が非発生時において６％であ

り、PRRS発生時に１２％に増加した場合、死亡率が６％

増加した事になる（図１）。この死亡率増加分６％にそ
の月の離乳頭数１，０００頭を掛けることにより、PRRS発
生による余剰の哺乳豚死亡数６０頭が得られる（図２）。
この６０頭はすべてが出荷まで育成されず、肥育期にお
いて一定の割合の豚が死亡により減少することを考慮
した上で経済算出がなされている。詳細については、
過去の論文を参照されたい 3)。

１－２　PRRSの発生に伴う発育不良による損失の
算出方法
PRRSが発生すると育成豚の成育が悪くなることが

知られている。育成豚の成育を表す指標として飼料要
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求率（生体１ kg生産するのに必要となる飼料量（kg）；
feed conversion rate、以下FCR）が用いられる。そこ
で、PRRS発生期間中に上昇したFCRの数値から、育
成豚の成育不良による損失を図３のように算出した。
例えば、PRRS非発生時に FCRが３．０であり、PRRS
発生時に３．３に上昇した場合、出荷する動物の生体体重
を１ kg増やすのに０．３kg余分に飼料が必要になる。
この農家の出荷体重が１１２kgであった場合、１頭当た
り３３．６kg（１１２kg×０．３）の余剰な飼料が必要になり、こ
の月の出荷頭数が４５０頭であれば、月当たりの余剰飼料
総計は１５，１２０kg（３３．６kg×４５０頭）となる。もし飼料単
価が￥４６/kgだとすると、FCRの増加に伴い１ヶ月当
たり￥６９５，５２０（１５，１２０kg× ￥４６）の損失が算出される。

１－３　PRRS詳細調査対象５農家における経済損
失の算出
PRRS詳細調査対象５農家のうち調査期間中に
PRRSの発生があった農家（Ａ農家）と過去にPRRS
の発生のあった農家（Ｂ，Ｃ，Ｅ，Ｆ）から各種データ
を収集し、上記の方法によりPRRS発生期間中の経済
損失を算出した。この結果、５農家の損失の総額は１
億８，２００万円となった（表１）。

１－４　臨床症状別の単位母豚当たりの経済損失の
算出
米国での研究にあるように、PRRSの経済損失を推

定するのに、PRRS発生期間中の母豚１頭・１日当たり
の損失指標を算出するのは非常に有用である 2)。そこ
で、本誌で解説した養豚農家の PRRSによる経済損
失 3)の数値を用いて、臨床症状別の単位母豚当たりの
経済損失を算出した（表２）。

離乳豚の死亡率上昇の指標（￥５６．９/ 母豚１頭・日）を
用いると、もし母豚２００頭を有する農家で２００日間、離
乳豚の死亡率上昇を主徴とするPRRSが発生すると、
下記の算出式により損失を推定することが可能になる。
￥５６．９/（母豚１頭・日）×２００頭（母豚数）×２００日（発
生期間）＝￥２，２７６，０００

１－５　広範囲な養豚場を対象としたPRRSに関す
る疫学調査
PRRSによる全国的な経済損失の算出を行うために

は、より広範囲な地域に分布する養豚農家における
PRRSの発生状況の情報が不可欠である。そこで
JASVに所属する獣医師の協力の上、各獣医師の担当
する農家を対象に、PRRSの発生の有無、発生期間、
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発生に伴う臨床症状などに関するアンケート調査を
行った（図４）。
その結果、調査対象農家のうち、６５％（８０/１２１）の農

家で過去２年間にPRRSの発生があり、２４％（２９/１２１）
の農家で発生がなく、１０％（１２/１２１）の農家で発生の有
無については明らかでなかった。

１－６　全国の養豚場におけるPRRSによる経済損
失の算出
臨床症状別の単位母豚当たりの損失指標（表２）と、

アンケート調査で得られたPRRS発生農家における発
生期間と認められた臨床症状より、アンケート対象１２１
農家における経済的な損失の算出を行った（表３）。さ
らにアンケート対象農家と全国の養豚農家の母豚数の
比率より、全国のPRRSによる経済損失を年間２８３億円
と算出した（図５）。この算出法の詳細については、既
報の論文を参照されたい 3,4)。

２　ベンチマーキングを用いたPRRSによる経済
損失の推定

２－１　ベンチマーキングとは
ベンチマーキングの定義は、「製品、サービス、プロ

セスなどを継続的に測定し、成績の良い競合他社や優
良企業の成績と比較すること」である。このようなベ
ンチマーキングの考え方は、厳しい経営戦略が問われ
る養豚産業にも十分応用が可能である。
動物衛生研究所と JASVは、養豚場から得られる
データを用いたベンチマーキングの開発に関わる共同
研究を２０１０年より行っている。その中で、開業獣医師
が臨床現場からデータを収集し、動衛研がデータを解
析し、開業獣医師を介してデータを農家に還元する
PigINFOと呼ばれるベンチマーキングシステムを構
築した。

２－２　PigINFOを活用したPRRSによる経済損失
の推定の方法 5)　
データ解析の対象は、２０１０年の養豚開業獣医師２名
の顧客である５２農家とした。PigINFOを用いて、これ
らの農家から得られる生産指標（離乳後死亡率、哺乳
中死亡率、平均生存産子数、FCR）を算出した。上記
の農家から２０１０年に得られた豚の血液サンプルを用い
て、PCR法あるいはELISA法で陽性だった農家を陽
性農家、PCR法およびELISA法で陰性であった農家
を陰性農家とした。陽性農家と陰性農家の生産指標を
比較し、t-検定にて統計解析を行った（図６）。
両群において統計的な有意差があった項目に関して
は、母豚３００頭規模の農家を仮定したシミュレーション
を行い、PRRS撲滅による経済的な効果を推定した。

２－３　PigINFOを活用したPRRSによる経済損失
の推定の結果および考察
対象とした５２農家のうち、７農家がPRRS陰性、４５

農家がPRRS陽性であった。PRRS陰性農家は陽性農
家に比較して、離乳後死亡率が２．９％有意に低かった。
哺乳中死亡率と平均生存産子数には有意な差が認めら
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れなかった。PRRS陰性農家は、陽性農家に比較して
FCRが０．３有意に低かった（図７）。
母豚３００頭の農家を仮定したシミュレーションの結
果、死亡率の２．９％の低減は年間３５３万円、FCRの０．３の
低減は年間９２９万円の増収となり、PRRSの撲滅により
合計１，２８２万円の増収につながることが推定された。
PRRSの発生により死亡・淘汰となる肥育豚による損
失に加え、増体の悪化、飼料効率の低下による損耗も
大きいことが明らかになった。

まとめ
PRRSは１９９０年代初めにわが国に侵入し、以後多く
の症例報告や各種の研究が行われてきた。一方、
PRRSによる経済的な損失の算出の試みは少なかった。
研究高度化事業の調査の結果、PRRSの関わる呼吸器
疾患と繁殖障害による全国の養豚場における損失額は
２８３億円と推定された。またベンチマーキングを用い
たPRRSによる経済損失の推定の結果、母豚３００頭規模
の農家でPRRSを撲滅することにより、１，２８２万円の
増収が期待されることが明らかになった。
PRRSの予防、撲滅は養豚業界の大きな課題である。
そのためには、関係諸機関が協力して適切な予防・撲
滅プログラムの提供が不可欠である。また生産者に積
極的に撲滅運動に関わって頂くためには、PRRSによ
る経済的な損失が大きいことを伝えていくことも重要
である。
本調査にあたりましてご協力頂きましたJASVの獣

医師の方々、ベンチマーキングやデータ収集に参加し
て下さった生産者の方々に深く感謝致します。
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訂正 
 
豚病会報 61 号（平成 25 年 2 月号）に掲載された資料「PRRS 感染による経済的な被害」

につきまして、下記の通り訂正させて頂きます。 
 
4 ページ左段 
4 行目  誤 年間 353 万円  正 342 万円 
5 行目  誤 年間 929 万円  正 576 万円 
6 行目  誤 年間 1,282 万円 正 918 万円 
18 行目  誤 年間 1,282 万円 正 918 万円 
 




